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lヶ―スが 2打‐スか 心体ざ ロ レ3か曇11よ ■・   出す。
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夕しでも大きく六ぃ「 方力ヽ・様 Zすん|〔 (■ 彪■がネまで。   |
小9｀二の内人は 縦 物へ之■Lか 続挙物^姥火かにわ ても異なリチで。
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こうtiう とこぅうヾ..こ ^芽tィトの面白tlと こぅだとん1'技 す。
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